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１.はじめに
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図1：書店数と出版物推定販売金額 出典：出版科学研究所（2020）等を基に筆者作成



１.はじめに

令和3年 卒業研究発表

4

書店数と出版物販売金額の減少原因

日本独自の委託販売制を採用

✓いつから始まったのか

✓出版業界への影響



２.出版業界と委託販売制
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図2：一般消費財の流通構造 出典：筆者作成



２.出版業界と委託販売制
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図3：出版物の流通構造 出典：出版科学研究所（2020）を基に筆者作成
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２.出版業界と委託販売制

メリット

✓ 買い取り仕入を行わないことで多種多様な書籍・雑
誌の取り扱いが可能

→発行部数の少ない学術書なども、書店の棚に並べる
ことができる

✓ 注文しなくても送られる「見計らい本」がある
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２.出版業界と委託販売制

デメリット

✓ 小さい書店に配本される冊数が限られる

✓ 一社にかかる負担が大きく、破産してしまう取次会
社もある

✓売れずに返本される書籍は全体の35～50％

→資源の無駄という観点から、SDGsの12番に当ては
めることができる
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２.出版業界と委託販売制

出版社
約3,000社

取次
約100社

書店
約10,000社
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ひょうたん型



３.書籍小売店の収益構造
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70% 8% 22%

出版社 取次会社 書店

出典：経済産業省商務情報政策局 文化情報関連産業課（2003）を基に筆者作成

図4：書籍販売時の収益構造



４.仕入販売制のメリットとデメリット
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メリット

✓ 小売店の利益が大きい

→書籍を買い取ることが条件のため、売れ
れば確実に収益が出る。



４.仕入販売制のメリットとデメリット
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デメリット

✓ 売れ残った場合に費用が掛かる

✓ メーカーとの取引に人手や時間を取
られることがない



５.書店と直接取引を行う出版社
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表1：出版社における取次と直販の比率
出典：矢野経済研究所（2008）を基に筆者作成



5-1.株式会社ディスカヴァー・トゥエンティワン

1985年設立

2019年2月時点で2430点の出版物を発行

全国の書店5000店以上と直接取引を行う
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5-2.株式会社ミシマ社
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2006年設立

卸正味70％で書店との直接取引を中心に行い
ながら、取次を介しての注文も受けている

書籍注文のプラットホームサイト
「一冊！取引所」に参加している



６.書店としての改善点

株式会社紀伊国屋書店

2015年9月に株式会社スイッチ・パブリッシ
ングより発行された『職業としての小説家』
（村上春樹）を、買切りで仕入れを行った。

令和3年 卒業研発表

16



６.書店としての改善点

カルチュア・コンビニエンス・クラブ

2019年にコミックス以外の書籍とムックの全商
品を買切りという形で仕入れを行うと発表。

2018年度下期に全商品を対象に買切り制を導入し
たところ、返品率が9％低下し、売り上げは34％
増加したため、それを継続することとした。
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７.結論

出版業界において委託販売制は書籍返品率を高め、
中小書店が減少する影響を及ぼしている。
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取次会社を介さずに取引が可能な書店は大企業が
多く、中小書店は取次会社に頼らざるを得ない。



７.結論

中小書店は取次会社を介して委託販売制を採
用する出版社と、買切り制を採用する出版社
と直接取引をそれぞれ行うことを提案
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より多く利益を得るためには
可能な範囲で買切り制を採用する必要がある
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